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法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、

世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
翌
年
の
昭
和

　

年
か
ら
毎
年　

月　

日
の
人
権
デ
ー
を
最

24

12

10

終
日
と
す
る
１
週
間
を
人
権
週
間
と
定
め
、

人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
の
た
め
の
啓
発

活
動
を
全
国
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
啓
発
活
動
重
点
目
標
は
、
タ
イ
ト

ル
の
ほ
か
、
下
記
の
事
項
で
す
。

神
埼
市
に
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

た
８
人
の
人
権
擁
護
委
員
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
日
頃
か
ら
地
域
の
中
で
人
権
擁
護
に

関
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

神
埼
市
庁
舎
、
千
代
田
庁
舎
、
脊
振
庁
舎

で
は
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
相
談
所
を
開
設

し
て
い
ま
す
。
毎
月
の
相
談
日
は
「
市
報
か

ん
ざ
き
」
の
相
談
の
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�
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�

・
神
埼
市
役
所　

総
務
課

　
　

広
報
・
人
権
係 
�
　

‐
0
1
0
0

37

・
千
代
田
総
合
支
所　

総
務
企
画
課

　
　

総
務
企
画
係 

�
　

‐
2
1
1
1

44

・
脊
振
総
合
支
所　

総
務
企
画
課

　
　

総
務
企
画
係 

�
　

‐
2
1
1
1

59

　

月　

日
、
神
埼
市
役
所
で
筑
後
川
・
城
原
川
の
整
備
に
つ
い
て
筑
後
川
河
川
事
務
所
と
の
意

10

24

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
か
ら
は
、
市
長
は
じ
め
関
係
部
課
長
、
筑
後
川
河
川
事
務
所
か
ら

は
所
長
は
じ
め
関
係
課
長
、
諸
富
、
大
川
両
出
張
所
所
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

河
川
事
務
所
か
ら
筑
後
川
の
河
川
整
備
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
市
か
ら
は
神
埼
市
の
ま
ち

づ
く
り
計
画
、
整
備
に
つ
い
て
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

意
見
交
換
で
は
、
整
備
に
対
す
る
要
望
や
今
年
の
大
雨
、
台
風
の
際
に
市
民
の
方
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
意
見
な
ど
を
伝
え
ま
し
た
。

ま
た
、
城
原
川
河
川
整
備
事
業
の
要
望
書
を
筑
後
川
河
川
事
務
所
所
長
へ
手
渡
し
ま
し
た
。

�
�
���
�
�
�
	


�
�

�

�
�
���
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

　

ま
だ
、
市
民
の
中
に
は
、
城
原
川
整
備
に
向
け
て

の
不
安
は
あ
る
も
の
の
、
今
後
も
市
民
の
生
命
･
財

産
を
守
る
安
全
･
安
心
の
高
い
観
点
を
視
野
に
入
れ
、

市
民
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
な
河
川
整
備
を
お

願
い
し
て
止
ま
な
い
。

　

河
川
に
親
し
み
な
が
ら
、
市
民
が
楽
し
め
る
、
子

ど
も
に
と
っ
て
思
い
出
と
な
る
よ
う
な
河
川
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
今
後
こ
の
整
備
が
、
今
日
の
、
ま

た
、
将
来
の
子
ど
も
た
ち
に
夢
を
託
し
て
い
け
る
よ

う
な
河
川

と
し
て
整

備
し
て
い

た
だ
け
る

よ
う
切
に

お
願
い
し

た
い
。
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佐
賀
地
方
法
務
局

佐
賀
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
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事
業
の
前
倒
し
を
し
て
で
も
、
一

刻
も
早
い
、
川
の
改
修
が
必
要
だ
と

感
じ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
大
雨
時

の
状
況
で
は
堤
防
強
度
も
心
配
で
あ

る
。
早
め
の
改
修
が
必
要
と
痛
感
し

て
い
る
。
今
後
と
も
、
市
と
地
域
と

関
係
各
所
の
連
携
の
中
で
、
安
心
・

安
全
な
河
川
整
備
を
進
め
て
い
く
た

め
、
情
報
の
共
有
を
お
願
い
し
た
い
。
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神
埼
市
建
設
共
栄
会
（
弟
子
丸
靖

宏
会
長
）と
神
埼
市
専
門
工
事
会（
真

崎
義
隆
会
長
）
は
、　

月　

日
に
地

10

29

域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
脊
振
町
の

独
居
老
人
宅
や
脊
振
小
・
中
・
保
育

園
の
補
修
を
行
い
ま
し
た
。

専
門
家
に
よ
り
工
事
の
必
要
性
を

判
断
し
て
補
修
工
事
を
行
い
、
社
会

的
に
問
題
と
な
っ
て
い
る
「
悪
徳
リ

フ
ォ
ー
ム
」
を
防
ぎ
、
住
み
よ
い
地

域
・
住
宅
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

次
回
は
、
４
月
に
神
埼
町
の
一
部

で
活
動
さ
れ
る
予
定
で
す
。（
申
込
・

問
い
合
わ
せ
は
、

各
地
区
の
民
生
委

員
を
通
じ
て
市
役

所
へ
。
※
材
料
な

ど
は
申
込
者
の
実

費
負
担
）
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月　

日
、
第　

回
筑
後
川
・
城
原
川
河

10

15

21

川
美
化
運
動
の
ひ
と
つ「
ノ
ー
ポ
イ
運
動
」が

行
わ
れ
ま
し
た
。

筑
後
川
、
城
原
川
沿
岸
の
地
区
や
団
体
、

企
業
の
方
々
約
１
５
０
０
人
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
河
川
の
美
化
運
動
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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０
２
１
袋
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月　

日
、
社
会
福
祉
法
人
な
ご

10

25

む
会　

脊
振
学
園
（
脊
振
町
）
の
６

人
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
神
埼

駅
北
口
の
除
草
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
月
に
１
・
２
回
、
午
前

中
の
１
時
間
程
度
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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月　

日
、
千
代
田
・
郷
土
と
自

10

21

然
に
親
し
む
会
主
催
の
秋
の
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

千
代
田
町
内
の
小
学
生
と
そ
の
保

護
者　

人
が
参
加
。
参
加
者
は
、
１
年

23

前
に
自
分
た
ち
で
植
え
た
木
と
の
再

会
を
喜
ぶ
と
と
も
に
、
脊
振
町
鹿
路

の
山
で
新
た
に
ひ
と
り
ひ
と
り
植
林

を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
脊
振
登
山
口
か
ら
山
頂
ま
で

約
１
時
間
を
か
け
て
登
り
、
た
く
さ
ん

の
自
然
に
触
れ
、
楽
し
み
ま
し
た
。

会
で
は
、
会
員
の
募
集
も
行
っ
て

い
ま
す
。（
奥
村
０
９
０
‐
５
０
８
４

‐
２
１
７
０
）
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月
2
日
、小
城
市
で
行
わ
れ
た
第

11

　

回
佐
賀
県
交
通
安
全
県
民
大
会
で
、

41若
松
政
利
さ
ん（
神
埼
町
）が
佐
賀
県
交

通
対
策
協
議
会
会
長
表
彰「
交
通
安
全

功
労
者
」を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

若
松
さ
ん
は
、昭
和　

年
か
ら　

年

52

29

間
、神
埼
町
と
神
埼
市
の
交
通
指
導
員

と
し
て
児
童
、生
徒
、地
域
住
民
の
交
通

安
全
指
導
に
ご
尽
力
さ
れ
て
お
り
、そ

の
積
極
的
か
つ
献
身
的
な
活
動
が
認
め

ら
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
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月　

日
か
ら　

日
に
か
け
て
鳥

10

21

24

取
県
で
行
わ
れ
た
第　

回
全
国
ス

19

ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
で
、

最
所
巌
さ
ん
（
神
埼
町
）
が
１
０
０

ｍ　

歳
以
上
の
部
で
１
位
に
輝
か
れ

80
ま
し
た
。
記
録
は　

秒　

で
す
。

18

32

ま
た
、　

ｍ　

歳
以
上
の
部
で
は

60

80

３
位
の
成
績
を
お
さ
め
ら
れ
て
い
ま

す
。最

所
さ
ん
は　

年
あ
ま
り
走
る
こ

30

と
を
続
け
て
お
ら
れ
、
現
在
で
も
毎

日
体
を
動
か
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
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月　

日
、
城
原
公
民
館
・
広
場
（
神

11

12

埼
町
）
で
城
原
地
区
の
第　

回
「
き
ば
る

13

さ
い
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
き
ば
る
さ
い
」
は
、
子
ど
も
た
ち
が

健
や
か
で
心
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
環
境

や
地
域
住
民
の
親
睦
、
交
流
の
輪
を
広
げ

る
地
域
社
会
づ
く
り
の
推
進
の
た
め
に
毎

年
城
原
地
区
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
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月
７
日
、
神
埼
市
役
所
で
千
代

11
田
西
部
小
学
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド

の
第　

回
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
・
バ

34

ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
全
国
大
会
九
州

予
選
（
島
原
復
興
ア
リ
ー
ナ
に
て
）

で
の
金
賞
受
賞
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

１
月　
13

日
に
武
道

館
（
東
京

都
）
で
行

わ
れ
る
全

国
大
会
に

出
場
し
ま

す
。

　

月　

日　

日
に
国
立
代
々
木
第

10

21

22

一
体
育
館
（
東
京
都
）
で
行
わ
れ
た

全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
新
体
操
選
手
権
大

会
へ
、
神
埼
中
学
校
男
子
新
体
操
部

が
出
場
し
ま
し
た
。
団
体
（
亀
川
和

輝
君
、
牟
田
圭
佑
君
、
田
原
正
樹
君
、

島
太
一
君
、
綾
部
慎
也
君
、
藤
田
悠

暉
君
）
で
は
準
優
勝
、
個
人
総
合
で

は
田
原
君
が　

位
と
亀
川
君
が　

位

13

14

の
成
績
を
お
さ
め
、
大
健
闘
し
ま
し

た
。
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月　

日
・　

日
、
多
久
市
・
小

10

21

22

城
市
を
中
心
に
第　

回
県
民
体
育
大

59

会
〜
集
え
！
ア
ス
リ
ー
ト　

秀
峰
天

山
の
も
と
へ
〜
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
新
生
「
神
埼
市
」
と
し

て
初
の
出
場
と
な
り
、
選
手
が
一
丸

と
な
っ
て
競
技
に
挑
み
ま
し
た
。

選
手
の
皆
さ
ん
の
、
今
後
の
更
な

る
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

主
な
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 �

�
�
�
�
�
�
�

一
般
男
子
「
Ｂ
パ
ー
ト
」
５
位

一
般
女
子
「
Ａ
パ
ー
ト
」
５
位

�
�
�
�
�
�
�
	


�

一
般
男
子
「
Ａ
パ
ー
ト
」
２
位

一
般
女
子
「
Ａ
パ
ー
ト
」
３
位

�
�
�
�
�
�
�
	

一
般
男
子
「
Ｂ
パ
ー
ト
」
３
位

一
般
女
子
５
位

�
��
�
�
一
般
男
子
５
位

�
�
�
�
�
�

一
般
男
子
Ａ
「
Ｂ
パ
ー
ト
」
３
位

一
般
男
子
Ｂ
「
Ａ
パ
ー
ト
」
２
位
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一
般
男
子
２
位
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一
般
男
子
Ａ
「
Ａ
パ
ー
ト
」
２
位

一
般
男
子
Ｂ
「
Ｂ
パ
ー
ト
」
２
位

一
般
女
子
「
Ｂ
パ
ー
ト
」
５
位

�
�
�
�
�
�
�
�

一
般
女
子
「
Ａ
パ
ー
ト
」
５
位

�
��
�
�
一
般
男
女
混
成
６
位　

�
��
�
�
一
般
男
子
３
位

　
　
　
　

一
般
女
子
５
位

�
�
�
�
�
�
�
�

一
般
男
女
混
成
「
Ｃ
パ
ー
ト
」
３
位

一
般
男
女
混
成
「
Ｄ
パ
ー
ト
」
２
位

�
�
�
�
�
�
　
　

神
埼
市
７
位

�
�
�
�
�
�
�
	

�
��
�
�
男
子
総
合　

位
10

�
��
�
�
一
般
男
子
８
位

�
�
�
�
�
一
般
男
子
５
位

　
　
　
　

一
般
女
子
５
位 

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	



　

月　

日
に
東
京
で
行
わ
れ
た

10

21

東
京
脊
振
会
よ
り
、
脊
振
小
学
校
と

脊
振
中
学
校
に
図
書
が
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

市
教
育
委
員
会
、
各
学
校
と
も
皆

様
の
篤
志
に
感
謝
し
、
い
た
だ
い
た

図
書
の
利

用
に
努
め

て
い
き
た

い
と
考
え

て
い
ま
す
。
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月
３
日
に
神
埼
市
中
央
公
民

11
館
で
行
わ
れ
た
「
神
埼
市
文
化
連
盟

発
足
記
念　

神
埼
町
文
化
祭　

カ

ラ
オ
ケ
歌
仲
間
の
集
い
」
よ
り
神
埼

市
社
会
福
祉
協
議
会
に
金
一
封
が

寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
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皆さまの声をお聞かせください !!

�������
���　毎月第１火曜日　　　
　※１２月５日（火）　　　　　　
 １月は休ませていただきます。　
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���　神埼市庁舎　市長室　
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月　

日
か
ら　

日
に
か
け
て
静
岡

10

28

31

県
で
行
わ
れ
た
第　

回
全
国
健
康
福
祉

19

祭
し
ず
お
か
大
会（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
）

に
神
埼
市
よ
り
次
の
３
人
が
出
場
さ
れ
、

大
い
に
健
闘
さ
れ
ま
し
た
。

※
写
真
右
か
ら

�
�
�
�
�
�

�
鵜
木　

美
代
子
さ
ん

�
�
�
�
�
�
��

 
荒
木　

ク
ニ
エ
さ
ん

�
�
�
�
�
�
�
��

 
杉
野　

征
四
郎
さ
ん

 （
と
も
に
神
埼
町
）
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�
�
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「（
団
体
は
）
優

勝
と
は
０
・
０
５
点

の
差
で
負
け
て
し

ま
い
ま
し
た
。
構

成
点
は　

チ
ー
ム

19

中
ト
ッ
プ
で
し
た

が
、
実
施
で
の
ミ

ス
が
致
命
傷
と
な

り
ま
し
た
。
来
年

こ
そ
は
念
願
の
優

勝
が
で
き
る
よ
う

に
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。」（
監
督

談
）
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　佐賀県では、地球環境に優しい太陽光発電に、各家庭でも取り組んでも
らう事業「佐賀県太陽光発電トップランナー推進事業」を実施しています。
　この事業に関する悪質な訪問販売が発生しています。注意してくださ
い。
����

太陽光発電設備業者が自宅に訪れ、「今なら県からの補助金で設備代
金が全額まかなえます」と説明した。不信に思い県に問い合わせたとこ
ろ、嘘だった。（70 歳代男性）
※他に、セールストークとして「県から委託を受けている」「県が推奨
する商品である」などと言って、不当に高額な商品を売りつける心配
があります。

�������	

・突然訪問してきて、その場で契約をせまるような業者には注意しま
しょう。

・設置するときは、複数の業者から見積もりをとり、比較検討しましょう。
・訪問販売の場合は、装置の設置が終了していても、契約書面を受領し
た日から８日以内であれば、クーリングオフ（無条件解約）ができます。

※「佐賀県太陽光発電トップランナー推進事業」の
問い合わせ先は�２９‐０８１５です。
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神埼市内において、窃盗事件が多発しています。
皆さんの身近で発生している犯罪や事故などに目を光らせ、地域の

防犯に努めましょう。
不審者や不審な車を見かけたら、その者の特徴や車両の車種、ナン
バーなどをメモし、最寄りの警察署・駐在所へ連絡してください。
事件や事故にあったとき、目撃したときなど緊急の場合は、「１１０

番」へ。
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※個人市県民税において、所得税と個人市県民税の
　人的控除の差に対応した減額措置が講じられます。

◆（例）給与収入５００万円の場合
　��������（一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。）

��������	
�（給与収入が１人の場合で、子のうち１人が特定扶養親族に該当し、また一
定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。）

�������	
���� ������

①累進税率を前提とした規定である山林所得の５分５乗課税、並びに変動所得及び臨時所得の平均課税
を廃止する。（平成１９年度分の市県民税から適用）
②平成１９年分以降の所得税において、住宅借入金等特別控除の適用がある場合（平成１１年から平成
１８年までに入居した方）、所得税で控除しきれない残額については、翌年度分の市県民税から減額さ
れます。なお、この減額措置を受けるためには、市への申請が必要です。（平成２０年度分の市県民税
から適用）

���

標準税率課税所得
15％ ～ 200 万円以下
10％200 万円超～ 700 万円以下
13％700 万円超～ 

���

標準税率課税所得

10％一律

������������	
��	
��� ��� ������������

���

標準税率課税所得
10％ ～ 330 万円以下
20％330 万円超～ 900 万円以下
30％900 万円超～ 1,800 万円以下
37％1,800 万円超～ 
�

���

標準税率課税所得
15％ ～ 195 万円以下
10％195 万円超～ 330 万円以下
20％330 万円超～ 695 万円以下
23％695 万円超～ 900 万円以下
33％900 万円超～ 1,800 万円以下
40％1,800 万円超～ 

　 　

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

���

163,000 円市県民税
258,000 円所 得 税
421,000 円計
�　 　

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

���

（97,500 円増）260,500 円市県民税
（97,500 円減）160,500 円所 得 税

421,000 円計
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76,000 円市県民税
119,000 円所 得 税
195,000 円計
�

���

（59,500 円増）135,500 円市県民税
（59,500 円減）59,500 円所 得 税

195,000 円計

　「地方にできることは地方に」という地方分権の観点から、国の権限を移して行う「三位一体の改革」
により、今回、国税（所得税）から地方税（個人市県民税）への税源移譲が実施され、その具体的方法
として、個人市県民税所得割と所得税の税率が次のとおり改正されます。
※税源移譲によって、市県民税と所得税の合計による納税者の負担が極力変わらないようにするため、
調整措置も行います。
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※経過措置として、平成１８年末までに締結した長期損害保険に係る保険料については、従前の損害保険
料控除を適用できます。
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�������　神埼市役所　税務課　　�３７‐０１１４
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※次のような方は、住民基本台帳ネットワークシステムを活用した現況確認が行えないため、今後
も現況届の提出が必要です。
●社会保険庁で保有している本人基本情報（氏名、性別、生年月日、住所）と住民基本台帳ネッ
トワークシステムの情報が相違し、住民票コードを確認できない方（該当者には、平成１８年
１０月以降、随時、社会保険庁から住
民票コードを確認できない旨のお知
らせを送付しています。また、平成
１８年１０月以降に社会保険事務所に
届出を行うことにより、住民票コー
ドが確認できた場合は、現況届の提
出が不要になります。）

●外国籍（外国人登録）の方
●外国に居住している方

�������

　神 埼 市 役 所 健康増進課　国保年金医療係
 �３７‐０１１５
　千代田総合支所 市　民　課　国保年金医療係
 �４４‐３０７１
　脊振総合支所 市　民　課　国保年金医療係
 �５９‐２１１１

�
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���������������������������

��� ����	
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〔控除限度額〕

２万５千円市県民税
５万円所 得 税

��� ����	
��

〔控除限度額〕
短期損害保険長期損害保険
２千円1万円市県民税
３千円１万５千円所 得 税

（ただし、最大で、合計、市県民税は１万円、所得税１万５千円まで）

���

市県民税　廃止（平成１９年度分から）
所 得 税　廃止（平成１９年分から）

���

市県民税所得割額の７.５％相当額を控除（控除限度額２万円）
所得税額の１０％相当額を控除（控除限度額１２.５万円）
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����　　　１回　３００円（試食代）
����　　　どなたでも参加できます
※各開催日の４日前までに希望される会場（下記）へ電話で予約をしてください。

����　　　午前９時半から午後３時まで（受付は午前９時１５分から）
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米１合、普段使っている茶碗
計算器（持っている方）
味噌汁（塩分濃度を測定します）
健康手帳

※当日は、運動のできる服装でお越しください。

�������	
�

神埼町保健センター � ５１‐１２３４
千代田町保健センター � ４４‐２０２１
脊振総合支所　福祉健康課　健康づくり係 � ５９‐２１１１

　最近よく耳にする「メタボリックシン
ドローム」。一体どんなもの？私には関
係ない!!と思っているあなたにぜひ参加
していただきたい。
　心筋梗塞、脳卒中、糖尿病など生活習
慣病の発症に大きく関与している「メタ
ボリックシンドローム」。
　この教室を機会にメタボリックシンド
ロームをきちんと理解し、ご自身の生活
習慣を見直しましょう。１０年、２０年後の
健康な自分づくりの準備を一緒に考えて
みませんか？
　多くの方のご参加をお待ちしています。

���������
��������������	
����������

������
������ �	
�����
����������	
����
�
�������	
�������

������
�������������	
�����

�������	
����
����� ��	
��
�������	
��������
���

������



������������

�

�

�

�

���������

���������

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

��������������������
�������	

�������	
��

�������	�
�������	�


�

�

�

�

���������������

���������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																																									








































�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������	
�������

�������	
���������	
��

������ �	
����� ��


※収集業務の休みにより「資源ごみ」（ペットボトル・

白色トレイ・牛乳トレイ）の収集日が変更になっ

ている地区があります。詳しくは「ごみ収集カレ

ンダー」で確認してください。

※ ごみは収集当日の朝８時までに出してください。
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　◆犬の捕獲業務

�������� ��	
���� ��	

　◆不用犬等の引取り・回収業務
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※年末はし尿の汲取り・浄化槽清掃業務が混み合い

ます。�������� ��	������ ��	までに収集業者に予

約をしてください。
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神埼市役所　生活環境課　生活環境係 �３７‐０１１２
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����　平成１９年１月７日（日）
午後１時半から

����　神埼市中央公民館

新成人の方へは、神埼市住民基本台帳により該
当者へご案内を行います。
その他、神埼市出身で就職、就学などで神埼市

外へ住民票を移された方も参加できます。参加を
希望される方は、下記へご連絡ください。
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　神埼市教育委員会
 社会教育課　社会教育係　�３７‐０１０７
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千
代
田
町
保
健
セ
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タ
ー
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月
７
日
（
木
）

12

午
前
９
時
半
か
ら
午
後
１
時　

分
ま
で

10
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１
月　

日
（
木
）

18

午
前
９
時
半
か
ら
午
後
２
時　

分
ま
で

10

��
�
�
�
��

　

神
埼
町
保
健
セ
ン
タ
ー

�
�
��
��
　

月　

日
（
火
）

12

19

午
前
９
時
半
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ら
午
後
１
時　

分
ま
で

10
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１
月　

日
（
金
）

12

午
前
９
時
半
か
ら
午
後
３
時
半
ま
で

�
�
��
�
�
�
	

米　

ｇ
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

80
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

�
�
��
�
�
�

・
神
埼
町
保
健
セ
ン
タ
ー

 

�
　

‐
1
2
3
4

51

・
千
代
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー

 

�
　

‐
2
0
2
1

44

・
脊
振
総
合
支
所　
福
祉
健
康
課

 

健
康
づ
く
り
係

 

�
　

‐
2
1
1
1
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���������������
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�
��
�
�
　
　

月
７
日
（
木
）

��

12

　
　
　

絵
手
紙
で
年
賀
状
を

講
師：

絵
手
紙
サ
ー
ク
ル

「
根
っ
こ
の
会
」
代
表

 

原　

寿
巳
子
さ
ん

 

（
千
代
田
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

・
午
前　

時
か
ら

10

脊
振
町
、神
埼
町
の
学
生
を
中
心
に

・
午
後
１
時
か
ら

千
代
田
町
の
学
生
を
中
心
に

※
駐
車
場
は
、
千
代
田
総
合
支
所
南

側
、
次
郎
体
育
館
南
側
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

※
送
迎
バ
ス

・
脊
振
総
合
支
所
発　

午
前
９
時

・
神
埼
市
中
央
公
民
館
発

 

午
前
９
時
・
９
時
半

（
午
後
の
送
迎
バ
ス
は
あ
り
ま
せ
ん
）

�
��
�
�
　

１
月　

日
（
木
）

��

18

　
　

春
の
野
菜
作
り
と
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

　
　
（
神
埼
市
中
央
公
民
館
）

�
�
�
��
��
	


�

　

神
埼
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

社
会
教
育
係 
�
　

‐
0
1
0
7

37
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�
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�
�
�
�
�
�
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��
�
�

仁
比
山
保
育
園
（
神
埼
町
） 

西
郷
保
育
園 
（
神
埼
町
）

境
野
保
育
園
（
千
代
田
町
）

城
田
保
育
園
（
千
代
田
町
）

せ
ふ
り
保
育
園
（
脊
振
町
）

��
�
�

神
埼
双
葉
園
（
神
埼
町
）

小
桜
保
育
園
（
神
埼
町
）

神
埼
保
育
園
（
神
埼
町
）

ち
と
せ
保
育
園
（
千
代
田
町
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�

　

生
後
６
ヶ
月
か
ら
就
学
前
の
児
童

保
育
園
へ
入
園
で
き
る
児
童
は
、
児

童
の
保
護
者
が
次
の
い
ず
れ
か
の
事

情
に
よ
り
保
育
を
で
き
な
い
場
合
で

す
。

 

�
�
�
�
�
�

児
童
の
保
護
者
が
外
で
仕
事
を
し

て
い
る
。（
最
低
勤
務
時
間
お
よ

び
日
数
が
１
日
４
時
間
以
上
か
つ

月　

日
以
上
）

15

�
�
�
�
�
�

児
童
の
保
護
者
が
家
庭
内
で
児
童

と
は
な
れ
て
家
事
以
外
の
仕
事
を

し
て
い
る
。（
最
低
勤
務
時
間
お

よ
び
日
数
が
１
日
４
時
間
以
上
か

つ
月　

日
以
上
）

15

�
�
�
��
��
�

死
亡
、
行
方
不
明
、
拘
禁
な
ど
の

理
由
に
よ
り
親
が
い
な
い
家
庭
。

�
�
�
�
�
�
��
	


�
�
�

�

出
産
の
前
後
（
出
産
月
を
挟
ん
で

前
後
２
ヶ
月
以
内
）
や
保
護
者
が

病
気
、
負
傷
、
心
身
に
障
害
が
あ

る
。

�
�
�
�
�
�
�
	

家
庭
で
長
期
に
わ
た
る
病
人
や
心

身
に
障
害
が
あ
る
人
の
介
護
、
介

助
を
し
て
い
る
。

�
�
�
�
�
�

火
災
、
風
水
害
、
地
震
な
ど
の
災

害
の
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る
。

※
「
下
の
子
の
保
育
に
手
が
掛
か
る

た
め
」、「
友
達
が
い
な
い
た
め
」、

「
遊
ぶ
場
所
が
な
い
た
め
」、
な

ど
の
理
由
で
は
入
園
の
対
象
と
は

な
り
ま
せ
ん
。

�
�
�
�
�

�
�
�
��
��
�	
�
�
��
��


��

��

�

�
�
�
�
�
�
	

※
新
入
園
児
の
申
込
書
は
、
市
役
所

福
祉
課
お
よ
び
各
総
合
支
所
福
祉

健
康
課
窓
口
で
配
布
を
し
ま
す
。

※
現
在
保
育
園
に
在
園
し
、
来
年
度

も
入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
各
保

育
園
で
申
込
書
の
配
布
を
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	



　

入
園
希
望
者
が
多
数
の
場
合
は
、

申
込
書
お
よ
び
面
接
に
よ
り
保
育
に

欠
け
る
状
況
を
総
合
的
に
判
断
し
、

優
先
順
位
の
高
い
方
か
ら
入
園
決
定

し
ま
す
。 
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���� ���
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�
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�
�

�
�
�
�
�

�
入
園
申
込
書（
児
童
１
人
に
１
部
）

�
家
庭
で
保
育
で
き
な
い
こ
と
を
証

明
す
る
書
類
（
就
労
証
明
、
母
子

手
帳
の
写
し
、
診
断
書
な
ど
）

�
�
�
�
�
��	


�
�

�
�

��

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

�
保
育
料
算
定
の
た
め
の
提
出
書
類

平
成　

年
分
所
得
税
額
の
わ
か
る

18

も
の
と
し
て
、
次
の
い
ず
れ
か
の

書
類
。（
児
童
の
両
親
お
よ
び
児

童
を
税
の
扶
養
あ
る
い
は
健
康
保

険
の
扶
養
家
族
と
し
て
い
る
親
族

の
方
の
書
類
が
必
要
。）

�
平
成　

年
分
源
泉
徴
収
票
（
年
末

18

調
整
済
の
も
の
）

�
平
成　

年
分
確
定
申
告
書
の
控
え

18

�
平
成　

年
１
月
２
日
以
降
に
神
埼

18

市
に
転
入
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
の

み
、�
、�
以
外
に
平
成　

年
１

18

月
１
日
現
在
の
居
住
地
の
役
所
発

行
の
平
成　

年
度
市
町
村
民
税
課

18

税
証
明
書
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�

・
神
埼
市
役
所　

福
祉
課 

 

社
会
福
祉
係　
�
　

‐
0
1
1
0

37

・
千
代
田
総
合
支
所　

福
祉
健
康
課

 

福
祉
係　
�
　

‐
2
1
6
7

44

・
脊
振
総
合
支
所　

福
祉
健
康
課

 

福
祉
係　
�
　

‐
2
1
1
1

59
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�２６‐１２１２
月曜日から金曜日／午前８時半から午後５時まで
土・日・祝日／休み
�２６‐００１８
火曜日から土曜日／午前９時から午後９時まで
日・祝日／午前９時から午後４時半まで
�������
�４１‐２５３５

������
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�

�
�
�
�
�

�
�
�
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�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�
�
	
）

　
「
子
育
て
」に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ

ま
な
思
い
込
み
や
「
神
話
」
に
つ

い
て
、
ビ
デ
オ
を
観
て
自
由
に
思

い
を
話
し
合
い
ま
す
。

１
〈
子
育
て
心
理
学
に
ま
つ
わ
る
ウ
ソ
と
ホ
ン
ト
〉

２
〈
母
親
の
一
人
育
児
と
育
児
不
安
・
児
童
虐
待
〉

３
〈
母
性
神
話
に
よ
り
か
か
ら
な
い
で
生
き
る
〉

�
��
��
　

月
8
日
（
金
）・

12

 

　

日
（
金
）・　

日
（
金
）

15

22

 
各
回
と
も
午
前　

時
か
ら
正
午
ま
で

10

�
�
�
��

ア
バ
ン
セ
研
修
室

�
�
�
�
　

無
料

※
申
込
不
要　

当
日
直
接
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

各
回
の
1
週
間
前
ま
で
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
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��������������������������
「性的いやがらせ」の意味で、略して「セ

クハラ」と言われています。相手（女性）
の心を傷つけたり、不快感を感じさせたり、
さらに相手に不利益を与えたりするような
性的な言動をさします。男性に対する性的
いやがらせも同じです。

�����
・身体への不必要な接触
・性的関係の強要
・いやらしい目つきで見る
・のぞき見をする
・しつこく追い回したり、電話をする
などして交際を強要する
・酒席などでサービスを強要する
・不快な環境をつくって居にくくする

�������	
���������������	
��������
配偶者や恋人など親密な間柄にある、ま

たはあった男女（パートナー）間において、
主に男性から女性に対して加えられる身体
的、精神的、性的な暴力を指します。

�����
・ののしる　ばかにする
・「出ていけ」「口ごたえするな」などと
怒鳴る

・暴力をふるう　　・刃物で脅す
・家などに閉じ込めて外へ出させない
・家の外へ閉め出す
・料理をひっくり返す
・生活費を渡さない
・無断で借金を続ける
・妊娠や中絶を強要する
・買春や浮気を繰り返す
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�����
福祉課　社会福祉係
�３７‐０１１０
月曜日から金曜日（祝日を除く）／
午前９時から午後４時まで




